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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ୈ̏ষɹ気象ۀのྗڠࡍࠃͱੈքのݙߩ

　日々の天気予報や警報・注意報の的確な発表のためには、全世界の気象観測データや技術情報の

૬ޓ交換など国際的なڠ力が不可欠です。気象庁をؚむ世界各国の気象機関は、世界気象機関

（8MO）等の国際機関を中心とした連携体制や、近ྡॾ国とのڠ力関係を構築しています。

　8MO は、世界中の気象等の観測とデータの収集、

配布を促進し、また気象や気ީの情報をվળさせる

ことなどを務として活動している国際連合のઐ機

関です。気象庁は、8MO の構成員として、国際会

ٞ開催や 8MO 事務局へのઐ家のݣ、国際的

なセンター業務を担当するなど、活発に活動していま

す。

1 ੈք気象ؔػʢ8.0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのݙߩ
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　6NESCO 政府間ւ༸学ҕ員会（IOC）は、世界気象機関（8MO）ともڠ力し、各国のւ༸に関す

る科学計ըの調整を行っています。気象庁は、ւ༸・津波分野での技術的ݙߩをしています。

（１）౦ΞδΞҬւ༸؍ଌγスςϜҬϦΞϧλΠϜσーλϕース
　日・中・ؖ・࿐がڠ力し、東アジア域のւ༸、ւ上気象データの収集、解析、提供を行っています。

（２）のܯ報にؔ͢Δྗڠࡍࠃ
　西ଠ平༸で発生した地震によって起きた津波情報を各国に提供する（左図）とともに、各国からの

情報を収集して国内の津波防災情報に役立てています（右図）。
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ऩूͨ͠σʔλΛࢉʹجग़ͨ͠ւྲྀͷɻ
い৭΄Ͳྲྀ͕い͜ͱΛࣔ͢ɻ

ऩूͨ͠σʔλ͔Βղੳͨ͠ւ໘ਫԹͷɻ
ஆ৭ܥ΄ͲਫԹ͕ߴい͜ͱΛࣔ͢ɻ

νϦͰൃੜͨ͠ͷ
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ఏͨ͠ڙใはɺडྖ֤͕ͨ͠ࠃɺࠃͷܯใൃද
ॅຽͷආࠂקͳͲͷٸۓࡂાஔΛͨ͏ߦΊʹ׆༻
͞ΕͯいΔɻ

ϋϫΠʹ͋Δถࠃւ༸େ気ிͷଠฏ༸ܯใηϯλʔͱ
いΔɻͯ͠ڙɺ͔ʹใΛఏ͠ྗڠ

ݙߩʢ6/&4C0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのؔػҭՊֶจԽڭ࿈ࠃ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

� ݙߩʢIC"0ʣΛ௨ͨ͡ੈքのؔػۭߤຽؒࡍࠃ
　ICAO は国連のઐ機関の一つであり、国際民間ߤ空の݈全な発達のために設立されました。気象庁

は、ICAO が主催するߤ空気象に関する会合に積ۃ的に参加し、ߤ空気象業務の国際的な統一基४の

策定や高度化に向けた検討に参ըしています。また、ICAO の指定を受けて、東京ߤ空࿏火山փ情報セ

ンター及び帯低気ѹ情報センター等の国際的なセンター業務を担当し、世界のߤ空機の安全運ߤにߩ

。していますݙ

　気象業務の充実・վળのためには、数値予報モデルの開発・վ良に代表される技術開発が不可欠です。

我が国は、各国とڠ力して様々な国際的な研究計ըを進めています。

　とりわけ地ٿ温ஆ化問題については、「気ީ変動に関する政府間パネル（IPCC）」の活動に対し、昭

和 63 年（1988 年）の設立以来、気象研究所の研究者がධ価報告書のࣥච者として参ըしているほか、

気ީモデルによる地ٿ温ஆ化予測をはじめとする研究成果がධ価報告書にりࠐまれる等、積ۃ的にߩ

。していますݙ

　開発్上国の気象機関の技術向上への支援は、その国の防災活動の強化につながる重要な活動であ

るだけでなく、精度ある観測データが地ٿ全体で充実することを通じて、日本国内の予報精度の向上に

もつながります。

　気象庁は、్上国の国家気象機関の職員を対象に、気象業務のվળのための集ஂ研मを国際ڠ力機

構（JICA）とともに 30 年以上にわたり実施してきました。研म生の多くは現在、世界各国の気象機関

において指導的な立場で活躍しています。また、8MO や各国個別の要に応じて、気象等の観測、解

析、予報に関する分野で気象庁職員をઐ家としてݣし、また、各国気象機関等から研म生を受け入

れています。

ͷઆ໌Λ͢Δ৬һ（ӈ͔Βೋਓ）ɻثमੜʹର͠気象ଌݚ ಋΛ͢Δ৬һ（खલࢦผݸʹमੜݚ 2໊）ɻ

� ݙߩըのܭڀݚతなٕज़։ൃɾࡍࠃ

� ਓࡐҭࢧԉɾٕज़ྗڠʹ͍ͭͯ

気象ி͕ߏػྗڠࡍࠃ（+*$"）ͱͱʹ
मݚΔूஂ͢ࢪ࣮

気象ிΞδΞଠฏ༸気ީηϯλʔ（5$$）
मηϛφʔݚઅ༧ใʹؔ͢ΔقΔ͢ࢪ࣮͕

145




